
編  修  趣  意  書  
（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０３－９４ 高等学校 国語科 古典探究  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教科書名 

１８３第一 古探７２０ 高等学校 標準古典探究 

 

１．編修の基本方針 

１．古典のすぐれた文章に触れることにより，言語感覚を磨き，知識と教養を身に付け，豊かな感性や情緒

を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより，思考力・判断力・表現力を養い，自発的・創造的

な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより，さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成に

役立てられるようにした。 

４．人間・生命・自然などに目を向けさせ，それらが我が国の伝統的な文化の中でどのように表現されてき

たかを知ることができるように配慮した。 

５．歴史的・文化的背景を踏まえて我が国の伝統的な言語文化を捉え，生徒一人一人がその担い手であるこ

とを自覚させることを期した。 

２．対照表 

 

図書の構成･内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

古文編 

 

・古典としてすぐれた作品を採録し，作品の鑑賞

を通して，豊かな情操と道徳心を養うことがで

きるよう配慮した（第１号）。 

・主として随筆・評論教材を通して，真理を探究

する人間のさまざまなありようを示すことに

よって，生徒の人間性・社会性の涵養に働きか

けられる題材を採録した（第１号）。 

p.11～138 

   

 

p.24～32 p.52～57 p.130～137 

 

 

・「言語活動」を通して，主体性を発揮して課題

に取り組めるようにした（第２号）。 

p.18 p.33 p.34 p.50 p.58 

p.65 p.66 p.80 p.92 p.106 

p.117 p.118 p.128 p.138 

・古典における人間関係や社会理念に深く関わ

る題材を採録し，生徒が現代にも共通する問題

として考えを深められるようにした（第３号）。 

p.12～17 p.20～32 p.36～49 

p.52～57 p.82～91 p.94～105 

p.108～116  

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し，人間の

感情の普遍性を読み取ることによって，生徒が

倫理や道徳の問題を現実に即して考察できる

よう配慮した（第４号）。 

・生命や自然に深く関わる題材を採録し，生命・

自然を尊重する態度を養うとともに，生徒が自

らの問題として考えを深めることができるよ

う配慮した（第４号）。 

p.120～127 

 

 

 

p.30～32 p.61～63 p.68～79 

 

・主として評論教材を通して，生徒が先人になら

って言語文化に対する考えを深められるよう

にした（第５号）。 

・単元ごとに扉ページをもうけて作品・作者につ

いて概説し，我が国の伝統的な文化に興味・関

心を喚起できるようにした（第５号） 

・「言語活動」を設定して我が国の伝統的な文化

について解説し，理解を深めるとともに，古典

p.114～116 p.130～137 

 

 

p.11 p.19 p.35 p.51 p.59 

p.67 p.81 p.93 p.107 p.119 

p.129  

p.34 p.80 p.118 

 



に親しむ態度を養うことができるように配慮

した（第５号）。 

漢文編 

 

・古典としてすぐれた作品を採録し，作品の鑑賞

を通して，豊かな情操と道徳心を養うことがで

きるよう配慮した（第１号）。 

・主として思想教材を通して，真理を探究する人

間のさまざまなありようを示すことによって，

生徒の人間性・社会性の涵養に働きかけられる

題材を採録した（第１号）。 

p.139～220 

 

 

p.204～211 

 

 

 

・「言語活動」を通して，主体性を発揮して課題

に取り組めるようにした（第２号）。 

p.146 p.156 p.162～163 

p.166 p.176 p.184 p.202 

p.212 p.220 

・古典における人間関係や社会理念に深く関わ

る題材を採録し，生徒が現代にも共通する問題

として考えを深められるようにした（第３号）。 

p.168～175 p.178～183 

p.214～219 

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し，人間の

感情の普遍性を読み取ることによって，生徒が

倫理や道徳の問題を現実に即して考察できる

よう配慮した（第４号）。 

・生命や自然に深く関わる題材を採録し，生命・

自然を尊重する態度を養うとともに，生徒が自

らの問題として考えを深めることができるよ

う配慮した（第４号）。 

p.148～155 p.178～179 

p.186～201 

 

 

p.158～161 

・主として故事・寓話教材を通して，生徒が先人

にならって言語文化に対する考えを深められ

るようにした（第５号）。 

・単元ごとに扉ページをもうけて作品・作者につ

いて概説し，我が国の伝統的な文化に興味・関

心を喚起できるようにした（第５号） 

・「言語活動」を設定して，我が国の言語文化に影

響を与えた中国の伝統的な文化について解説

し，理解を深めるとともに，古典に親しむ態度

を養うことができるように配慮した（第５号）。 

p.140～145 

 

 

p.139 p.147 p.157 p.167 

p.177 p.185 p.203 p.213 

 

p.162～163 p.212 p.220 

  

資料編等 ・資料編に「読書のしるべ」を設定して読書へ誘

い，生徒の興味・関心に応じて知識と教養を広

げられるようにした（第１号）。 

・資料編に「文語文法要覧」「古典文学史年表」

「中国文化史年表」｢漢文重要語彙一覧」「漢

文基本句形一覧」「和歌の修辞一覧」を用意し，

古典の読解に必要な知識を身に付けることが

できるようにした（第１号）。 

・見返・口絵は，写真・地図・図版を中心に参考

資料を用意し，古典の読解に必要な知識を身に

付けるとともに，伝統と文化に親しめるよう配

慮した（第１号・第５号）。 

p.222～225 

 

 

p.226～240 

 

 

 

 

見返・口絵 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び，学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」，ま

た，第３号「社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ，各教材の最後に「学習の手引き」「言葉の手引き」といった課題を用意し，発表や話し合いを

含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め，自らの考えを的確に表現す

る資質・能力を養うとともに，生徒相互の意見交流を通じて，多角的で客観性のある批判的思考能力を養

えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか，カラーユニバーサルデザインにも配慮し，すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０３－９４ 高等学校 国語科 古典探究  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

１８３第一 古探７２０ 高等学校 標準古典探究 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色  

①単元構成・教材選定 

・「言語文化」で育成された資質・能力をさらに推し進め,論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像

したりする力を伸ばすために，読むことの資質・能力を伸ばすための学びと，我が国の言語文化に対する

理解を深めるための学びとが，それぞれ系統的に行えるように教材を配置した。 

・教育現場の意見・要望を尊重し，学習指導の実態に即応できるよう，古文編と漢文編の合冊形態とした。

それぞれの内は学習段階を考慮して二部構成とし，各部は文種(ジャンル）を基本にした単元構成とした。 

・古文，漢文の教材の選定にあたっては，生徒の発達段階を考慮して，高校生として知っておくべき評価の

定まった作品から，文種，長短，難易などに配慮しつつ厳選することを旨とした。 

・日本漢詩を取り上げて，我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深められるようにした。 

・古文の評論や漢文の思想を取り上げて，古典の学習においても文学的文章に偏ることなく，論理的思考力

を伸ばすことのできる教材を用意した。 

・作品の冒頭に，それぞれの教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し，教材の意図を学習者全体で

共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を

図る」ための配慮。 

②[知識及び技能]への対応 

・古文では「言葉の手引き」を設定し，漢文では「基本句形」を抽出して，「Ａ 読むこと」の内容と関連

づけながら，文語のきまりや古語の意味，訓読のきまりなどの知識を深めるとともに，文脈の中で語感を

磨き，語彙を豊かにできるようにした。 

・各単元の扉ページに作品解説と作者解説をまとめて掲載し，出典の情報を示して読書につながる興味づ

けを図った。また，資料編に「読書のしるべ」を設定して，採録した古典に関連して，解説・現代語訳・

翻案などの書籍を幅広く紹介し，主体的な読書へ導くことができるようにした。 

・巻末に「資料編」を，巻頭と巻末に「口絵」を用意し，豊富な資料や写真・図版を掲載して，知識をより

深めるための一助とした。 

③[思考力，判断力，表現力等]への対応 

・「Ａ 読むこと」に関しては，脚注の「問」，および「学習の手引き」の課題設定によって，作品の内容理

解を深め，興味を広げることができるようにした。 

＊「問」は，本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に，内容理解を確認する目的で示した。 

＊「学習の手引き」は，文章全体の構成や展開の把握，「学習のねらい」に沿った内容の解釈を基本とし

て，生徒のものの見方，感じ方，考え方を広げたり深めたりできる設問を用意し，発表したり話し合っ

たり文章にまとめたりといった活動ができるようにした。 

・「学習の手引き」とは別に，「Ａ 読むこと」の言語活動が十分行われることを企図して，「言語活動」を

随所に設定し，生徒の主体的・対話的で深い学びを促した（エ【朗読】については「和歌・俳諧」の「学

習の手引き」で対応した）。 

ア【内容，形式】p.18 p.50 p.106 p.117 p.118 p.138 p.146 p.176 p.202 

イ【読み比べ】 p.33 p.58 p.66 p.92 p.118 p.138 p.156 p.166 p.184 p.220 

ウ【創作】   p.80 p.162～163  

オ【調査，報告】p.34 p.92 p.117 p.220 

カ【言葉の変遷】p.65 p.128 

キ【名句・名言】p.212 

 



2．対照表

該当箇所

部 単元 教材 ⑴ ⑵ 読むこと⑴ 読むこと⑵

説話（一） 古本説話集 ア イ ア・イ ア p.12-13

十訓抄 ア イ ア・イ・ウ ア p.14-15

古今著聞集 ア・エ イ ア・イ ア p.16-17

〔言語活動〕小式部内侍と和泉式部 　 エ キ ア p.18

随筆（一） 徒然草 ア・イ・ウ・エ イ ア・イ・ウ ア p.20-27

方丈記　 ア・イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・オ・カ・キ ア・イ p.28-32

〔言語活動〕無常観の表現 イ・エ ア イ・エ・オ・カ・キ・ク イ p.33

〔言語活動〕貴族の生活と年中行事 　 ア・エ オ・ク オ p.34

物語（一） 伊勢物語 ア・イ イ ア・イ ア p.36-41

竹取物語 ア・イ・ウ・エ イ ア・イ・ウ ア p.42-49

〔言語活動〕竹取の翁と嫗 エ イ・キ ア p.50

説話（二） 沙石集 ア イ ア・イ・カ ア p.52-55

宇治拾遺物語 ア ア・イ・ウ ア ア p.56-57

〔言語活動〕無住道暁の教え エ エ キ イ p.58

随筆（二） 枕草子 ア・イ ア・イ ア・イ ア p.60-65

〔言語活動〕現代語との比較 ア ウ ク カ p.65

〔言語活動〕清少納言と漢文 　 ア・エ オ・キ イ p.66

和歌・俳諧 万葉集 イ・エ ア・イ ア・イ ア・エ p.68-70

古今和歌集 イ・エ ア・イ ア・イ ア p.71-73

新古今和歌集 イ・エ ア・イ ア・イ ア p.74-75

春夏秋冬 イ・エ ア・イ ア・イ ア・エ p.76-79

〔言語活動〕切れ字を使って俳句を作る エ ア・イ オ ウ p.80

説話（三） 御伽草子 ア・イ イ ア・イ ア p.82-85

宇治拾遺物語 ア イ ア・イ ア p.86-91

〔言語活動〕観音のご利益 エ エ キ・ク イ・オ p.92

物語（二） 源氏物語 ア イ ア・イ ア p.94-101

大鏡 ア イ ア・イ ア p.102-105

〔言語活動〕 弓争い―社交から神事へ 　 エ エ・キ ア p.106

日記 蜻蛉日記 ア・イ イ イ・カ ア p.108-109

紫式部日記 ア イ イ・ウ ア p.110-111

更級日記 ア イ ア・イ ア p.112-116

〔言語活動〕菅原孝標女と物語 　 エ キ ア・オ p.117

〔言語活動〕平安朝の結婚 　 エ イ・エ・オ・カ・キ ア・イ p.118

物語（三） 平家物語 ア・イ・エ イ ア・イ・カ ア p.120-127

〔言語活動〕もう一つの『平家物語』 イ ア・イ・ウ・エ エ・オ・キ カ p.128

評論 無名草子 ア・ウ イ ア・イ ア p.130-133

無名抄 ア イ ア・イ・ウ ア p.134-135

玉勝間 ア・エ イ ア・イ ア p.136-137

〔言語活動〕古典に見る人物評 エ エ キ ア・イ p.138

故事・寓話 助長 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.140

嬰逆鱗 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.141

画竜点睛 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.142

推敲 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.143

朝三暮四 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.144-145

〔言語活動〕名人の話 ア ア エ・キ・ク ア p.146

三国志の世界 水魚之交 ア ア・イ ア・ウ ア p.148-150

赤壁之戦 ア ア・イ ア・ウ ア p.151-153

死諸葛走生仲達 ア ア・イ ア・ウ ア p.154-155

〔言語活動〕『三国志』と『三国志演義』 イ エ エ・キ・ク イ p.156

漢詩の鑑賞 中国の詩 イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.158-161

〔言語活動〕漢詩の字句や構成を考える イ・ウ・エ ア ア・イ ウ p.162-163

日本の詩 イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.164-165

〔言語活動〕菅原道真と白居易 エ ア イ・エ・ク イ p.166

不思議な世界 織女 ア・イ ア・イ ア・ウ・オ ア p.168-169

売鬼 ア ア・イ ア・ウ・オ ア p.170-172

買粉児 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.173-175

〔言語活動〕親孝行の話 ア・エ エ・キ・ク ア p.176

逸話 不顧後患 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.178-179

不若人有其宝 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.180-181

宋人有嫁子者 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.182-183

〔言語活動〕螳螂の故事 ア ア・ウ・エ エ・オ・キ イ p.184

項羽と劉邦 鴻門之会 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.186-195

四面楚歌 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.196-201

〔言語活動〕劉邦の人物像 エ エ・カ・ク ア p.202

諸家の思想 孟子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.204-205

老子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.206-207

荘子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.208-209

韓非子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.210-211

〔言語活動〕名句・名言について調べる ア・ウ オ・ク キ p.212

名家の文章 猫相乳 ア・ウ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.214-215

臨江之麋 ア ア・イ ア・ウ・エ・カ ア p.216-217

売油翁 ア・エ ア・イ ア・イ・ウ・エ・オ ア p.218-219

〔言語活動〕唐宋八大家について調べる イ・エ ア エ・ク イ・オ p.220
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部
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Ⅱ
部

配
当
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数

古
文
編
・
第
Ⅱ
部

図書の構成・内容
知識及び技能

学習指導要領の内容

思考力・表現力・判断力等

古
文
編
・
第
Ⅰ
部


